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DXをTPSで進化させ、
実践から成果創出のステージへ

経営基盤

当社のDXは、トヨタ生産方式（TPS）の思想を起点に、過去から積み上げた現場の知恵を土台とし、デジタル技術を掛け合わせることで、
企業価値の向上につなげる取り組みです。単なるIT導入や効率化に留まらず、業務プロセスを横断的に見直し、ムダの排除と
価値創出の最大化を図ります。データとデジタル技術を活用し、必要な情報を必要なタイミングで活かせる環境を整備することで、
現場を起点とした迅速な意思決定と継続的な改善を実現していきます。また、データ活用の前提として情報セキュリティの確保を
重要な基盤と位置付け、リスクに適切に対応しながら安全に活用できる環境整備を進めています。さらに、小さな改善の積み重ねを
通じて変化に柔軟に対応し、モノづくり全体の競争力向上をめざしています。これらの取り組みを通じて、収益力の向上と企業価値の
持続的な向上につなげていきます。DXの定着から価値創造へ。次なる成長に向けた変革を加速します。

こうした取り組みを実行していくためには、デジタルを活用し業務変革を実行できる人財の育成が不可欠です。当社では、デジタル
スキル標準（DSS）を踏まえ、全社員のリテラシー層から、部門で改善を担う人財、全社変革をリードする人財まで、役割に応じた
体系的な定義と育成の検討を進めています。そのうえで、外部教育や社内教育カリキュラムの提供によりスキル習得を支援する
とともに、実務者が市民開発者として主体的に業務改善に取り組めるよう、アプリ開発における伴走支援を行っています。これに
より、各部門から自律的にDXが広がっていく土台づくりを進めています。

デジタルとプロセス変革の融合による価値創出の考え方

設計知見のデータ活用によるDRBFM※の進化1
技術開発部門では、品質不具合を未然に防ぐ
「DRBFM」をより有効に機能させるため、ベンチャー
企業との連携によりデジタルツールの開発を進めて
います。従来は設計資料の保管場所や活用が
属人化し、過去のトラブル事例や技術知見が十分
に活かし切れていないことが課題となっていました。
また、帳票作成が目的化し、品質のつくり込みと
いう本来の目的が十分につながっていない面も
ありました。本取り組みでは、設計・製造要件や過去
トラブル、熟練者の知見などをAIで構造化し、
ナレッジデータベースとして蓄積しています。設計
の変化点に応じて想定されるリスクや対策を生成
AIで抽出するしくみを構築することで、抜け漏れがないレビューを実現します。これにより、帳票作成などの“作業”は自動化し、
設計者は付加価値の高いデザインレビューに専念できる環境を整えています。現在は検証を進めつつ、対象部署を段階的に
拡大しながら全技術部への展開をめざします。

3D/3DAを活用した金型設計DX2
金型設計完了までのリードタイム短縮に向け、3D/3DAデータ※を活用した各工程の自動化を段階的に進めています。製品公差
情報をもとに金型の抜き勾配を自動設定できる（フィレットを含むリブや肉抜きなどの実用的な3D形状にも対応した）機能を開発し、
一部製品において30％の工数低減効果を確認しています。一方で自動化後にも残る属人的な作業に対しては、熟練者の判断プロセス
の再現に向けたAI活用に取り組んでい
ます。さらに、生産準備における過去の
膨大な実績データをAIで解析し、設計
段階へフィードバックすることで、初期
品質の向上と手戻り低減の両立をめざ
しています。これらの取り組みを積み
重ね、将来的な設計プロセスの自動化
に向けた基盤整備を進めています。

原価企画のデジタル改革3
従来、製品企画から量産開始までの原価構成情報は部門ごとに
異なる方法で管理され、実務者間の個別調整によって運用されて
いました。その結果、部門間での情報の重複や変更内容の把握
遅れにより、手戻りや業務上のムダが発生していました。こうした
課題に対し、当社は原価企画システムを構築しました。各部門
の日常業務で発生する情報を共通データ基盤へ反映し、分断
されていた情報の一元化とリアルタイム共有を実現しています。
その結果、変更内容を迅速に把握できるようになり、手戻りの
大幅低減や原価検討のスピード向上、利益拡大に貢献してい
ます。また、設計部品表（E-BOM）から製造部品表（M-BOM）
までの各業務システムと連携し、特定業務のための二重入力や
転記作業の廃止に向けた取り組みを進めています。

取り組み事例Vision

人と技術をデジタルでつなぎ、
価値創造を加速するDX

創業以来培ってきた強みと、TPSの思想が、全ての変革の土台

長年培った知見・蓄積
製品・工程・品質・お客さまのニーズに加え、
数多くの成功と失敗から得た経験と知見

TPS（改善の基盤）
ムダを見つけ、改善を続ける考え方と

現場力が変革の基盤

品質向上・コスト競争力強化・リードタイム短縮
顧客満足の向上・収益力の向上・持続的な成長

データ活用・可視化・自動化・AI活用など
デジタル技術で業務を高度化

デジタル

業務・工程の見直し、ムダの削除、
やりかたの標準化・改善を推進

プロセス変革

価 値 創出 成果・価値
企業価値の向上に
つながる成果を創出

融合・実行
デジタルとプロセスの
融合により変革を実行

基盤・土台
当社の強みと改善の
考え方が変革の土台

※3DA：3D Annotatedの略。3Dに寸法や注記などの製造情報を付加したもの

※DRBFM：潜在的な品質不具合を未然に防ぐ設計リスク管理手法
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